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【この研究をやろうと思ったきっかけ】
理科の実験でシャーベットを作る時に氷に塩をかけて冷たくした。氷に塩をかけると普通よりも温度が低くなり、果汁を凍らせることができた。しか

し、その氷は普通の氷よりも早く溶けてしまった。氷は塩をかけるとより低温になるのだから、より凍っていて普通の氷よりゆっくり溶けると思っていた
ので、不思議に思った。
そこで、塩をかけると早く溶けたから、「氷が何かを含むと溶けやすくなる、」「氷は何かをまとうと溶けやすくなる。」と考え、氷の種類、環境による溶

け方を調べることにした。

実験１：種類による氷の溶け方
【実験の方法】
製氷皿にそれぞれの種類の液体を入れ、冷凍庫で凍らせて溶けきるまでの時間

を計る。

【使う氷の種類】
水、砂糖水、食塩水。また、砂糖水、食塩水の濃度は、10％とした。

【予想】
食塩水が遅くて、砂糖水が早く溶けると予想した。

（表の分数は溶けた量を表している。以下同じ。）
【結果】
実験開始から約 30 分で、食塩水が最も早く溶けきった。次に、実験開始から約 55 分で砂糖水が溶け、約 57 分で水が溶けた。
食塩水が遅いと予想していたのに、砂糖水よりも早かった。濃度が高いとさらに早く溶けるのかが気になったので、次の実験をした。

実験２：食塩水と砂糖水の濃度別の溶け方
【実験の方法】

5％、10％、15％の濃度の食塩水と砂糖水を製氷皿で凍らせて、溶けきる
までの時間を計る。

【予想】
高い濃度の方が溶けきるのが早いと予想した。

【結果】
食塩水は、実験から約 20 分で、濃度 15％が最も早く溶けきった。

直後、約 22分で濃度 10％が溶けきり、実験開始から、約 36分で濃度5％
が溶けきった。
砂糖水は、実験開始から濃度 15％が約 44 分で溶けきった。次に、濃

度 10％が約 47 分で溶けきり、約 58 分で濃度 5％が溶けきった。
食塩水、砂糖水ともに濃度が高い方が早く溶けた。

【実験１、２について考察】
食塩水の氷は製氷皿から出す時に、シャリシャリしていて完全に凍っ

ていないように見えた。水や砂糖水と同じ時間冷凍庫に入れていたのに
なぜだろうと思った。

結びついて氷になるが、水溶液の場合、水に溶けている物質の粒があるため、水分子同士が結びつきにくい状態になっていて、水溶液を凍らせるには０℃
よりも温度を低くする必要がある。
さらに、水に溶けている物質の粒の数が多いほど、水溶液の凝固点は低くなる。同じ濃度でも砂糖水よりも食塩水の方が、水に溶けている物質の粒の数

が多くなるため、食塩水の方が凝固点が低い。
これらのことから、食塩水の氷は冷凍庫では完全に凍っていなかったのだろうと考えられる。そして、実験１、２のように水よりも食塩水と砂糖水が早

く溶け、さらに濃度が高い方が早く溶けるという結果になったのだろうと考える。

このことから、なにかを溶かした水溶液だと凍るのに時間がかかるの
ではないかと考え、調べてみると、凝固点降下という現象があると分かった。
水に砂糖などの不揮発性の物質を溶かすと、水溶液が凍る温度（凝固点）が０℃よりも低くなる現象を凝固点降下という。水が凍るときは水分子同士が
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